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善
珠
作
製
「
梵
網
経
略
抄
』
に
は
、
多
く
の
典
籍
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

研
究
史
の
上
で
は
、
ほ
と
ん
ど
太
賢
作
製
『
梵
網
経
古
迩
記
』
の
引
き
写

（３）

し
で
あ
る
と
断
じ
た
論
も
存
在
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
や
や
極
端
な
意

見
で
、
実
際
に
『
梵
網
経
略
抄
』
の
本
文
を
見
て
み
る
と
、
多
様
な
文
献

名
・
人
名
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
そ
れ
ら
の
文
献
名
．

人
名
の
う
ち
、
『
梵
網
経
古
迩
記
」
の
中
に
見
ら
れ
る
も
の
（
善
珠
が
孫

引
き
を
し
て
い
る
も
の
）
と
、
『
梵
網
経
古
迩
記
』
の
中
に
見
ら
れ
な
い

も
の
（
善
珠
は
孫
引
き
を
せ
ず
、
直
接
文
献
を
見
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

奈
良
時
代
に
は
、
『
梵
網
経
』
と
そ
の
注
釈
書
の
う
ち
の
い
く
つ
か
が

舶
載
さ
れ
た
。
正
倉
院
文
書
の
時
代
範
囲
は
、
神
亀
四
年
（
七
二
七
）
か

（１）

ら
宝
亀
七
年
（
七
七
六
）
の
四
十
九
年
間
で
あ
り
、
奈
良
時
代
の
漢
訳
仏

典
・
仏
教
関
係
文
献
の
舶
載
状
況
を
知
る
有
力
な
資
料
と
な
る
。

正
倉
院
文
書
に
見
ら
れ
る
『
梵
網
経
』
注
釈
書
の
書
名
は
、
現
存
す
る

（２）

も
の
が
五
種
類
。
散
逸
書
が
三
種
類
あ
る
。

善
珠
『
梵
網
経
略
抄
』
と
引
用
典
籍
の
問
題
山
口
敦
史

二
、
善
珠
「
梵
網
経
略
抄
』
の
引
用
典
籍
と
そ
の
方
法

｜
、
「
梵
網
経
』
注
釈
害
と
古
代
日
本
へ
の
伝
来

特
集
・
〈
型
〉
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
Ⅱ

Ａ
人
名

①
善
珠
「
梵
網
経
略
抄
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
「
太
賢
」

（
「
増
補
改
訂
日
本
大
蔵
経
』
第
三
十
四
巻
、
四
十
五
頁
か
ら
）

⑱
上
肥
太
賢
法
師
云
／
印
上
似
太
賢
師
云
／
凪
下
皿
賢
云
／
駆
上
岨

賢
云
／
馳
下
Ｗ
大
賢
師
云

②
善
珠
『
梵
網
経
略
抄
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
「
法
藏
」

舩
上
的
法
蔵
師
云
§
七
○
五
ｃ
ｎ
下
船
法
蔵
師
云
§
七
○
九
ｂ

別
上
賜
法
蔵
師
云
§
七
一
三
Ｃ
開
上
側
法
蔵
師
云
§
七
一
四
ａ

朋
上
Ｗ
法
蔵
師
云
§
七
一
四
ａ
的
下
吃
法
蔵
師
云
§
七
一
五
ｂ

蛇
上
吃
法
蔵
師
云
§
七
一
六
Ｃ
蛇
上
略
蔵
寂
同
云
§
七
一
七
ａ
（４）

③
善
珠
『
梵
網
経
略
抄
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
「
法
銑
」
（
「
統
法
師
」
）

別
下
肥
統
法
師
云
§
古
な
し
馳
下
岨
統
法
師
云
§
古
な
し

も
の
）
と
を
、
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

以
下
に
「
Ａ
人
名
」
「
Ｂ
典
籍
名
」
と
分
け
て
表
示
す
る
。
『
梵
網
経
古
迩
記
』

の
中
に
見
ら
れ
る
も
の
は
、
『
増
補
改
訂
日
本
大
蔵
経
』
の
ペ
ー
ジ
数
を
記

す
。
「
梵
網
経
古
迩
記
』
に
見
ら
れ
な
い
も
の
は
「
古
な
し
」
と
表
記
す
る
。

「
§
」
の
あ
と
の
数
字
は
、
大
正
蔵
第
四
十
巻
の
ペ
ー
ジ
数
。

夏
期
セ
ミ
ナ
ー
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善珠『梵網経略抄』と引用典籍の問題

弱
上
船
銑
法
師
§
古
な
し
弱
下
ｕ

鮎
下
肥
統
云
§
古
な
し
鮎
下
ｎ

Ｗ
上
Ⅱ
銑
云
§
古
な
し

④
善
珠
『
梵
網
経
略
抄
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る

馳
上
肥
寂
法
師
云
§
古
な
し
舩
上
Ｗ

船
上
週
義
寂
師
云
§
七
○
八
ｂ
、
上
Ⅲ

駆
下
皿
寂
云
§
七
一
五
ｂ
的
下
Ｂ

⑤
善
珠
「
梵
網
経
略
抄
」
に
引
用
さ
れ
て
い
る

卿
下
肥
北
井
洲
眞
蔵
師
日
§
六
九
九
ｂ

別
下
Ⅳ
北
井
洲
疏
云
§
七
一
三
ａ

Ｂ
７５７４７１７１７１６９６８６４５８５３４９典善典
上 下 下 下 上 下 上 下 上 上 上 除 珠 籍1106111016011312130409<三名
周法本集念疏元孔浬雑西一藷
彗雲蟇雲云説饒舌譽鑿答経云雲＝云塗

に
引
用
さ
れ
て
い
る
そ
の
他
の
典
籍
（
漢
訳
仏

§
古
な
し

§
古
な
し

§
古
な
し

§
古
な
し

§
古
な
し

§
七
一
一

§ § § § §
七 七 古 七 六
○ ○ な ○ 九
八 六 し 一 九
b c b cａ

（古迩記では「雑集云」）

「義寂」
寂
云
§
七
○
五
ｃ

寂
云
§
古
な
し

寂
云
§
七
一
五
ｃ
（５）

「
北
井
洲
眞
蔵
師
」

統
云
§
古
な
し

銑
云
§
古
な
し

①
序
説雪

梵
網
経
」
本
文
】
（
一
○
○
四
ｂ
）
仏
子
諦
聴
。
若
受
二
仏
戒
一
者
。

国
王
王
子
百
官
宰
相
。
比
丘
比
丘
尼
。
十
八
梵
天
六
欲
天
子
。
庶
民
黄

門
淫
男
淫
女
奴
蝉
。
八
部
鬼
神
金
剛
神
畜
生
乃
至
変
化
人
。
但
解
二
法

師語一・尽受二得戒一。皆名二第一清浄者一

こ
の
よ
う
に
、
善
珠
は
『
梵
網
経
古
迩
記
』
だ
け
を
見
て
い
た
と
は
断

言
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
「
Ｂ
典
籍
名
」
の
「
開
上
田
旧
疏
」

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
梵
網
経
古
迩
記
』
に
は
見
ら
れ
ず
、
義
寂
の
『
菩

薩
戒
本
疏
』
に
本
文
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
義
寂
「
菩
薩
戒
本
疏
』

の
奈
良
時
代
に
お
け
る
日
本
舶
載
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
善
珠

（６）

が
そ
れ
を
実
見
し
て
い
た
可
能
性
を
感
じ
る
こ
と
も
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、

今
日
で
は
散
逸
し
た
大
量
の
注
釈
書
の
存
在
を
想
定
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
散

逸
注
釈
害
な
ど
か
ら
の
孫
引
き
の
可
能
性
も
当
然
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
、
実
際
の
『
梵
網
経
』
本
文
と
、
そ
の
本
文
に
該
当
す
る
諸
注

釈
を
挙
げ
る
。’戒時転成二菩薩戒一・成し 此

即
第
三
所
被
弟
子
。
言
二
比
丘
一
者
先
受
二
声
聞
一
・
有
説
。
廻
心
受
凶

Ｉ
善
珠
『
梵
網
経
略
抄
』
（
日
蔵
師
～
開
）

９０８９８８
上 上 上
030117

疏 旧 疏
説 疏 説

§
古
な
し

§
古
な
し
。
義
寂
に
あ
り
（
六
八
三
ｂ
）

§
古
な
し

非
也
。
彼
依
二
餘
乗
種
子
一
立
故
。
但
前
小

-９１-
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III!溌永
也
。
脇
各
有
四
有
九
故
。
§
心
刀
後
許
有
心
故
。

善
珠
「
梵
網
経
略
抄
』
で
の
傍
線
は
、
太
賢
『
梵
網
経
古
迩
記
』
の
引

用
。
波
線
は
義
寂
「
菩
薩
戒
本
疏
』
の
引
用
で
あ
る
。
一
目
で
わ
か
る
よ

う
に
太
賢
か
ら
の
引
用
が
大
部
分
だ
が
、
こ
こ
で
は
線
の
引
か
れ
て
い
な

い
箇
所
に
注
目
し
た
い
。

「
黄
門
」
の
解
釈
が
問
題
に
な
る
。
善
珠
は
義
寂
を
引
用
し
な
が
ら
、
ま

Ⅲ
義
寂
『
菩
薩
戒
本
疏
』
（
大
正
蔵
四
十
、
六
六
三
ｂ
）

爵
剛
謝
勃
葡
圃
珊
氷
迦
。
畜
生
乃
至
変
化
人
者
。
謂
畜
生
中
能
変
化
者
。

但
解
法
師
語
尽
受
得
戒
者
。
此
所
列
中
若
能
領
解
法
師
語
亦
能
発
菩
提

心
。
皆
得
受
戒
也
。
又
在
家
戒
如
上
所
説
。
解
語
皆
受
。
若
出
家
戒
則

不
如
是
。
唯
人
趣
中
若
男
若
女
無
遮
難
者
。
方
許
為
受
。
義
同
声
聞
出

家
受
法
。
又
応
戒
法
皆
得
通
受
。
文
無
簡
故
。
但
応
遮
其
比
丘
等
性
。

如
半
択
迦
。
許
受
五
戒
。
但
応
遮
止
近
事
男
性
。
序
文
已
詑 |

-９２-



善珠「梵網経略抄ｊと引用典籍の問題

②
第
四
軽
戒

胄梵網経』本文】若仏子。不し得し食二五辛一・大蒜。革葱。韮葱。

蘭
葱
。
興
渠
。
是
五
種
一
切
食
中
不
し
得
し
食
。
若
故
食
者
。
犯
二
軽
垢

罪一（七○九ｂ）

（７）

ず
「
黄
門
は
五
種
の
半
択
迦
」
と
記
述
す
る
。
「
半
択
迦
」
と
は
「
男
根
の

（８）

不
具
者
」
と
さ
れ
る
が
、
さ
ら
に
、
太
賢
・
法
蔵
と
も
説
明
し
て
い
な
い

「
黄
門
」
の
さ
ら
な
る
解
釈
に
踏
み
込
ん
で
い
く
。
「
梵
云
般
茶
迦
。
此
云

（９）

二
黄
門
一
」
と
あ
る
の
は
「
般
茶
迦
、
此
云
二
黄
門
一
」
を
参
考
に
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
善
珠
の
い
う
「
此
」
は
、
「
梵
」
以
外
の
地
、
つ
ま
り
中
国
と

も
日
本
と
も
（
あ
る
い
は
新
羅
と
も
）
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

善
珠
は
、
さ
ら
に
現
在
散
逸
の
「
浬
藥
音
義
」
を
引
用
し
、
「
黄
門
」

が
い
わ
ゆ
る
宣
官
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
こ
こ
に
、
八
世
紀
の
日
本
に
中

（旧）

国
・
新
羅
等
の
現
実
で
あ
る
〈
官
官
〉
が
立
ち
現
れ
る
こ
と
に
な
る
。

宣
官
の
害
毒
・
悪
辣
ぶ
り
は
、
萢
曄
「
宣
者
伝
論
」
（
『
文
選
」
巻
五
十

所収）、『後漢室退官者列伝第六十八などにある。「国を敗り政

む
し
ぱ

を
霊
む
の
事
、
単
く
し
書
す
可
か
ら
ず
（
国
家
を
損
な
い
政
治
を
む
し

ば
む
さ
ま
は
、
到
底
書
き
尽
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
『
後
漢
書
』

に
あ
る
。
「
黄
門
」
が
官
官
の
意
味
で
あ
る
こ
と
は
、
「
後
漢
書
』
の
用
例

（Ⅲ）

か
ら
も
言
え
る
。
「
浬
藥
音
義
」
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
複
数
の
著
者

（吃）

の
「
浬
藥
音
義
」
が
か
つ
て
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

法
蔵
師
云
。
今
此
五
中
。
大
蒜
家
蒜
也
○
有
人
割
鞘
芋
睾
智
謂
酬
闘
引
間

第
四
食
五
辛
戒
。

Ｉ
善
珠
『
梵
網
経
略
抄
』
（
日
蔵
、
）

五
辛
錐
レ
草
臭
稜
難
し
親
。
賢
良
所
し
避
・
所
以
制
し
之
。

驫 楽

#
胡濁鬮割り別刷臘尉１割到到謝虫釧則到劃對剰制剥例割引到痢一・

由し此明知若有二因縁得一敢無し犯。

劇昌調削引固ヨ尉則制割馴制討罰淵捌当封刑罰判伽叫對細詞羽制

刷別剥矧副詞叫剥到制洞叫訓刈剃旬１測潮鋼。或云。革葱是緋。

葉似レ悲而溥。倭言奈売弥。良蘇音下戒反。集略云似レ蘇而長。

白色。本草云。韮味辛酸堤無し毒。安二五臓一除二胄熱一・倭言

多大美良。渠者。五辛経中云。苔台。是倭言乎治舌。有説。

｜

…

。

…

１説
。
江
南
葉
似
野
蒜
。
根
茎
似
韮
。
北
地
所
無
。
又
釈
３
阿
魏
薬
梵
語 ｌ

革
者
非
也
○
北
地
有
泗
司
綱
。
其
興
渠
。
有
説
芸
台
。
然
未
見
文
。
有

Ⅲ
義
寂
「
菩
薩
戒
本
疏
』
（
大
正
蔵
四
十
、
六
七
二
ａ
）

我
身
中
八
”

我
安
彼
安
。
我

身

飢

寺

彼

且

-９３-
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太
賢
は
法
蔵
か
ら
解
釈
の
多
く
を
負
っ
て
い
る
。
善
珠
は
主
に
太
賢
の

み
を
見
て
書
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
「
阿
魏
薬
は
梵
語
。
興
渠
と
名

づ
く
。
伝
へ
説
く
こ
と
是
く
の
如
し
」
と
い
う
箇
所
を
、
「
倭
に
は
○
○

○
と
言
ふ
」
と
い
う
和
訓
と
「
本
草
」
な
ど
の
引
用
で
置
き
換
え
て
い
る
。

太
賢
注
釈
で
行
わ
れ
て
い
る
〈
梵
↓
漢
〉
の
翻
訳
を
、
善
珠
は
自
国
の
現

状
に
合
わ
せ
、
〈
漢
↓
倭
〉
へ
の
翻
訳
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
梵
」

制
結
犯

○

筍
測
潮
鯛
。
其
興
渠
。

薫
臭
妨
浄
法
故
制
。
大
小
倶
制
七
衆
亦
同
。
准
律
。
女
応
小
重
。
以
発

華
色
故
。
革
葱
土
葱
蘭
葱
者
。
此
中
無
莚
韮
。
但
開
葱
為
三
。
此
三
別

相
難
知
。
或
云
。
革
葱
是
証
葉
似
韮
而
厚
。
蘭
葱
者
。
伝
説
嶺
南
生
蘭

葱
。
葉
似
大
蒜
而
閼
臭
気
同
蒜
。
興
渠
者
。
婆
羅
門
語
喚
芸
台
為
残
渠
。

慮
西
域
諸
寺
不
聴
食
也
。
又
云
。
嶺
南
生
興
渠
。
形
似
倭
韮
気
味
似
蒜
。

若
有
病
餘
薬
不
治
。
或
応
開
之
。
如
律
身
子
行
法
。
菩
薩
亦
応
開
之
。

別
有
五
辛
経
一
巻
。
五
辛
各
五
。
合
二
十
五
。
又
云
。
嗽
辛
故
。
入
東

方
阿
鼻
。
上
流
洗
辛
下
流
洗
衣
亦
不
得
［
云
云
］
・
此
三
戒
摂
善
中
無

別
相
。
以
義
摂
之
。
於
身
語
意
住
不
放
逸
中
亦
穂
在
也

有
葉
似
野
蒜
草
。
根
茎
似
韮

葱
日
．
．
葱
。
蘭
葱
是
家
葱
。
正
人
間
吊
食
。
｝

Ⅳ
法
藏
『
梵
網
経
菩
薩
戒
本
疏
』
（
大
正
蔵
四
十
、
六
三
六
Ｃ
）

（
略
）
八
釈
文
中
有
三
・
初
総
制
。
二
大
蒜
下
別
制
。
此
中
五
辛
与
餘
処
別
。

餘
処
有
韮
蘭
葱
蒜
及
興
渠
為
五
。
出
文
到
刺
対
謝
可
知
。
筍
刈
調
引
潮

有
説
芸
台
是
也
。

芸
台
是
也
。
然
未
見
誠
文
。
封
判
哨
剖
山
闘

・
亦
名
著
蛯
子
。
無
子
北
地
所
無
也
。
刃

将
謂
是
此
辛
臭
物
之
苗
葉
。
三
若
故
下
違

是 ・

峯’１０輩’
〈
善
珠
は
太
賢
を
ま
る
う
つ
し
し
た
だ
け
〉
と
い
う
主
張
は
、
明
ら
か

に
誇
張
で
、
善
珠
は
太
賢
に
多
く
依
り
な
が
ら
も
、
義
寂
・
法
銑
の
注
釈

を
手
元
に
置
い
て
、
自
分
で
取
捨
選
択
し
な
が
ら
参
照
・
引
用
し
て
い
る
。

法
藏
は
ほ
ぼ
太
賢
か
ら
の
引
用
で
、
実
際
に
参
照
し
て
い
な
か
っ
た
可
能

性がある。

こ
の
よ
う
に
、
具
体
的
に
先
行
注
釈
書
の
日
本
舶
載
の
有
無
が
わ
か
る

と
い
う
点
は
、
奈
良
時
代
の
仏
典
注
釈
研
究
の
ひ
と
つ
の
意
義
と
言
え
る

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
と
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
〈
大
部
分
引
用
〉
が

事
実
だ
と
し
て
、
引
用
し
て
い
る
か
ら
「
無
価
値
」
と
言
え
る
の
か
ど
う

か
、
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
ま
ず
、
先
行
注
釈
書
の
引
用
は
中
国
・
朝
鮮

半
島
の
学
僧
も
行
っ
て
い
る
こ
と
で
、
善
珠
は
積
極
的
に
そ
の
系
譜
に
つ

ら
な
ろ
う
と
い
う
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

仏
典
注
釈
は
中
国
・
朝
鮮
半
島
・
日
本
と
、
記
述
を
継
承
し
な
が
ら
、

解
釈
を
加
え
て
い
く
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
注
釈
と
し
て
の
〈
型
〉
を
踏

襲
し
て
い
る
と
云
え
る
が
、
ま
た
、
新
た
な
記
述
（
注
釈
の
言
語
）
を
導

入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
地
域
・
風
土
に
根
ざ
し
た
く
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
〉
が
生
ま
れ
て
い
る
と
も
言
い
う
る
。
「
梵
云
○
○
○
」
と
い
う
〈
型
〉

か
ら
「
倭
言
○
○
○
」
と
い
う
新
た
な
〈
型
〉
が
生
ま
れ
た
り
、
「
黄
門
」

に
「
宣
官
」
と
い
う
新
た
な
意
味
が
付
与
さ
れ
て
、
注
釈
の
言
語
が
変
容

す
る
こ
と
な
ど
は
、
そ
の
例
で
あ
る
。
そ
れ
が
地
域
・
風
土
の
必
要
に
根

ざ
し
た
仏
の
教
え
の
実
践
と
考
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
の
関
わ
り
に
よ
っ
て
「
漢
」
の
世
界
が
成
立
し
、
さ
ら
に
「
和
（
倭
）
」

（旧）

の
形
成
に
も
つ
な
が
る
、
と
い
う
主
張
と
通
底
す
る
も
の
を
感
じ
る
。

三
、
お
わ
り
に

-９４-



善珠「梵網経略抄ｊと引用典籍の問題

注
（
１
）
栄
原
永
遠
男
「
万
葉
集
を
め
ぐ
る
仏
教
的
環
境
ｌ
正
倉
院
文
書
と

万
葉
集
ｌ
」
（
「
萬
葉
」
第
百
八
十
七
号
、
二
○
○
四
年
五
月
）
。

（
２
）
拙
稿
「
善
珠
『
梵
網
経
略
抄
』
か
ら
見
る
「
婬
」
と
「
呪
術
」
の

認
識
ｌ
唐
・
新
羅
作
製
毒
網
筵
注
釈
と
の
関
連
ｌ
」
（
「
古
代
文
学
」

第
四
十
五
号
、
二
○
○
六
年
三
月
）
参
照
。
な
お
、
『
梵
網
経
略
抄
』

に
つ
い
て
の
先
行
研
究
と
し
て
は
、
小
林
真
由
美
ヨ
日
本
霊
異
記
」

と
『
梵
網
経
略
抄
」
」
（
「
仏
教
文
学
」
第
二
十
六
号
、
二
○
○
二
年
三
月
）

がある。

（
３
）
石
田
瑞
麿
弓
梵
網
戒
経
」
の
注
釈
に
つ
い
て
ｌ
道
熔
・
法
進
・

善
珠
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
亀
日
本
仏
教
思
想
研
究
」
第
二
巻
、
戒
律
の

研
究
下
、
法
蔵
館
、
一
九
八
六
年
。
初
出
は
一
九
七
二
年
）
。
同
『
梵

網
経
」
（
仏
典
講
座
Ｍ
、
大
蔵
出
版
、
一
九
七
一
年
）
。

（
４
）
（
３
）
前
掲
論
文
に
は
「
統
法
師
」
は
「
法
銑
」
の
こ
と
だ
と
説
く
。

（
５
）
新
羅
僧
・
義
湘
の
十
大
弟
子
の
一
人
と
し
て
「
眞
蔵
」
の
名
が
見

え
る
（
『
三
国
遺
事
』
巻
第
四
、
義
解
第
五
）
。
同
一
人
物
か
（
津
田

博
幸
氏
の
指
摘
）
。
十
大
弟
子
の
な
か
に
は
「
義
寂
」
の
名
前
も
見

え
る
の
で
、
そ
の
可
能
性
は
高
い
。

（
６
）
（
３
）
前
掲
論
文
も
そ
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
７
）
「
釈
迦
」
と
あ
る
の
は
本
文
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
。

（
８
）
『
織
田
佛
教
大
辞
典
」
に
よ
る
。
『
阿
毘
曇
毘
婆
沙
論
」
巻
第
三
「
黄

門般叱［有二男形一不し能し男、有二女形一不し能し女］無形二形」

（
大
正
蔵
二
十
八
、
二
四
Ｃ
）
の
用
例
は
『
漢
語
大
詞
典
」
に
あ
る
。

（
９
）
玄
応
雪
切
経
音
義
』
巻
十
七
「
般
叱
」
の
項
目
。
『
国
学
基
本
叢
書
」

（
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
六
八
年
）
に
は
「
釈
元
応
撰
」
と
あ
る
。

（
蛆
）
中
国
の
宣
官
に
つ
い
て
は
、
三
田
村
泰
助
「
富
官
」
（
中
公
新

害
、
中
央
公
論
社
、
一
九
六
三
年
）
、
桑
原
隙
藏
「
支
邦
の
富
官
」

言
桑
原
隙
藏
全
集
』
第
一
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
八
年
。
初
出
は

一
九
二
三
年
）
に
詳
し
い
。
ち
な
み
に
、
日
本
で
の
「
黄
門
」
の
用

例
と
し
て
は
、
『
三
宝
絵
』
下
巻
、
長
谷
菩
薩
戒
に
『
梵
網
経
』
引

用
の
形
で
登
場
す
る
。

（
Ⅱ
）
『
漢
語
大
詞
典
」
に
は
、
「
黄
門
」
を
「
富
者
。
太
監
」
と
す
る
例

と
し
て
、
稚
康
「
与
山
巨
源
絶
交
書
」
含
文
選
』
巻
四
十
三
）
、
『
三

国
志
」
呉
志
・
陸
凱
伝
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
南
方
熊
楠
は
、

「
後
漢
書
」
の
段
階
で
、
す
で
に
そ
の
意
味
合
い
で
使
用
さ
れ
て
い

る
と
指
摘
す
る
（
「
鳥
を
食
う
て
王
に
な
っ
た
話
」
『
南
方
熊
楠
全
集
』

別
巻
一
、
平
凡
社
。
初
出
は
一
九
二
一
～
二
年
。
「
地
突
き
唄
の
文
句
」

『
全
集
」
第
五
巻
。
初
出
は
一
九
三
四
年
）
。

（
ｕ
）
日
本
・
観
静
『
孔
雀
経
音
義
」
（
大
正
蔵
六
十
一
、
七
七
六
ｃ
）
、

日
本
・
安
然
『
悉
曇
藏
』
（
大
正
蔵
八
十
四
、
四
二
ａ
）
に
は
「
玄

応
浬
藥
音
義
」
と
あ
り
、
日
本
・
玄
日
『
天
台
宗
章
疏
』
に
は

「
浬
藥
音
義
一
巻
行
満
述
」
「
浬
藥
音
義
一
巻
法
宣
述
」
（
大
正
蔵

五
十
五
、
二
三
六
ｂ
）
と
あ
る
。
ま
た
、
名
古
屋
・
七
寺
所
蔵
『
古

聖
教
目
録
」
に
は
法
詮
・
行
満
撰
の
「
浬
藥
音
義
一
巻
」
、
行
信
撰
「
浬

藥
音
義
六
巻
」
が
あ
り
、
ヨ
切
経
論
律
章
疏
集
井
私
記
」
に
は
行

満
述
の
「
浬
藥
経
音
義
一
巻
」
が
あ
る
（
落
合
俊
典
編
『
中
国
・
日

本
経
典
章
疏
目
録
」
大
東
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
。

（
過
）
新
川
登
亀
男
『
漢
字
文
化
の
成
り
立
ち
と
展
開
」
（
山
川
出
版
社
、

二
○
○
二
年
討
金
文
京
「
漢
文
と
東
ア
ジ
ァ
ー
訓
読
の
文
化
圏
（
岩

波
新
書
、
二
○
一
○
年
）
参
照
。
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